
ピアサポート活動 「パディ」として～

先日、望センターに踏しい罰諧がぁりました。過去に樹贄峰がいピァサポーター大津さん
にお会いされたSさんです。筆蒔の咎獣では、笑渾さんのリカバリーストーリーや鶏荘の
生活、取り組んでおられること挙をありのままお話しいただき、琴覆の聖留に向けて、チヤ
レンジしていくことの大切さ等々、たくさん意見奏換されていました。Sさんはその後大盤

勢垢され、た希にはなりますが、地践で完くに暮らしておられます。お互いに再会を誓び、
縫撃!鍾ミを覇書し各いました。咎談室と等の懲悪を宵

ヾ
ったところ、「あんなこともできるんだ」「ポジティブに

考えていいんだ」「希望が湧いた」と豊ってぃただきました。
Υめてピアサポートの大明さを凸みしめたひと時でした。今後も羅談贅とピァサポーター、互いに財けるい、
鷲いるいながら「バディ」として活罰を続けていきたいと思います。Sさ vも、また経びに来てくださいね～。
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出張報告～ハ女力iう直鞍地区へ～

1 表る 6官 18暫 (央 )、 菅 黎亀巌櫂:がぃ署辱砧盪旨堡竪纏暢轟婆稲歌望機響ド会に

| リーペル相談員3名で参加してきました。稲獣ビスヶットやアウトIプーチサポートチーム

|で 行 つているグループスーパービジョンについて報告させていただき、直鞍地区の
1稲談当の警様とグループスーパービジョン娑智を垢台いました。啓省の程駿を超して
|「相談員としていい仕事したい」という思いは地域を超えて同じということが分かりま

| したし、醤決問ゎりのない行のアイデアだからこそ気づきが得られるということを再認識することができました。
.こ
れからも他砧践へ積極的に出かけていきたいと思います。

♂
  ―マ争:―  れもんぐらすご案内  ・―
筆硝党、筆婁党、ポ寧1筆聖などの係謹箸の行から、啓準簡筆央の係整箸と筆したぃ。期の答はないですか
と関粽属携を通して問い合わせがあります。現在、リーベルには「おしゃべり箱」という親の会がありますが、子

どもさんも辞冒 型が努ぃため、需たに筆硝党からイ醍澤型の係整害の行を鶴プ に、係整箸筒坐で詰り各う場を

設けることにしました。啓育1回 、場所を開霰しています。居合わせた保護者同士の語らいや、スタッフも在 ギし

ていますのでお話 も伺 います。 お気軽にお立ち寄り下さい。

島冒:啓育繁4紹 11:Oo～ 14:00
場器魂撮留割笠稚センター「かたろい」Å豊≒恭諭 14墓塩(播弩寅磯雪の記く)

リーベルネットワータ全体研修会
たいじんえんじょ       か ち  りん り まな

『対人援助における価値と倫理～ゾーシャルワータから学ぶ～』
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【Sさんと大津さん】

: 例筆蹟正の猛暑が終わり、額から翠へと季節が穆ろいでいきます。おかげさまでリーベルに
:                   かん     あたら   そうだん     ひと     ひと    はい
:はいつもとかわらない感じで、新 しい相談がまた一つまた一つと入つてきます。

:そういう日々の相談支援の業務の中で、デリケートな望 しさを感じるのが八ラスメント対応

:です。特に相談響や本人、家族などから受ける「カスタマー八ラスメント」です。その捉え方とし

:て望
｀
しさを感じる部分があり、その行動指針をセンター長 として作成しているところです。

対人援助の業務 (ソーシャルワーク)において、
ひび

おも なや            
日 「々これでいいのだろ

うか ?」など、思い悩む   
ふ かえ きかい おお       さい

ことや振り返る機会が多くあります。その際に、

鍛 空択空丈の牝譴独や終整雛が由ゎれてモ
げんば    さまざま

=ま
す。現場には様々な

薪樫や程経の受狸箸がいるため、締 継獣署としてマ選の梅経巻、
りんりかん  まな けんりようご  ぎゃくたいぼうし
倫理観を学′Sヽことで、権利擁護や虐 待防止に

つな   かんが
二繋がると 考 え、この

粋罷疑答を基箇しましたく
6聟 28盲、医璽実花寧箇実挙又曽櫂震掌都スポーッ櫂震繕北掌利
鞘 笑蕨雙長を需許にお超えし、需鑽とグループワークを発えて論橙
と撫縫釣『襦鐘綸イ霞』『慧患撲卍』筆を:響

ヾ
える解修答を開灌しました。

ソーシャルワークにおける価権とは「大切にしていること、格じてぃること」であり、格匙とは「価値を実現する

ために守ること、約束すること」。そして、ソーシヤルワーク専門職 としての価値霙践のため 考 えていくものが、

『倫理綱領』になります。綸理7詳領とは、ソーシャルワークの絵勢にある旅匙・格匙甦撃でぁり、文皆の肇際、
災縫、隈 世暴、鉛 雨晉雅、グ轟抽桑祭室などの設紫扇な臓種を票すものです。この格整綸Ч額をソーシャルワ
ークの基盤と認識して実践していくことが雪雲と学びました。
グループワークでは、倫理綱領に基づく実践での葛藤を物にして、わかりやすく考 えることができました。ク

ライエントと家族の希望に差異がある瘍啓、クライエントだけでなく家族の希望も大切にしなければならない高藤

が生 じます。グループワークでその解決方法を考 えていましたが、大塚先生より「解瞑できなくても緩和に向

けて話し各つたり、一緒に留
ヾ
えたりして弼む婆勢が大掌」とご助警ぃただきました。

当日は大雨の導進 もありましたが、61名の方々にご参加いただきました。アンケーHこは「クライエンHこつ

いての倫理的な肖縫緊ができた」「当邑楔卍ゃ格整筆プくの新膠でよく瞥にすることがあるが、螺絵りし、甲
ヾ

える機会もげ なかったのでとてもよかつた」など、日々の業誘や自身の 考 え方を振り返るきつかけになつたと

の話んヾ多く寺せられました。
夕方からはべんがら村にて懇親会も開催しました。薮筆ぶりの開催でしたが、57名と多くの方々 にご参加い
ただきました。粧拳からプライベートまで梨

プ
が弾み、あつという間の2時間となりました。

～障がい者が虐 待を受けたり、受けている所 を目撃した際はお電話ください～

八豊鵠層がぃ響確瑠電軍Fホットライン盆099-2580-0294(24時治・365暫の乳場軸
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お1と しヽ わ

『令和
ね 凡ど ごうどう1守凡しにつう力屯`   かし`どい
〇年度巳′中べJしネ躍併ワー9含同研修剣 勉闘鰹

や め し しょう しゃとうしりつしえんきょうぎか い  かいさい

: 8宵 2凸 (整 )、笠花壻資センターにて八姿希ゾ哲嬰貿婆と答聞で絲膠答を開灌しました。望冒は、学緩曽際

:穆録手婆鰐 )が 24屡40響、指祉曽粽が17霧拙29密の答第 9密の努瑞となりました。
: 闘碁としては、新めに、櫂:がい響当笠罰繰サポートセンターわ―よかセンター冒の展課紹芥よょり曲ぎ梨ヘ
:向けた挫狼i髪の医げ折」について、頭に、ちくご砧践ュースサポート不豊穫髪裟銘整督宅望聟宋笛解駆長、甚躍訳r
:雛 美よりけ鹿彗渓雪撃署に寺り黒う堰匪善島銑について、ご需鑽いただきました。            :
: 帽梨に高けた経韻設の低げ折」では、翠葉覆の鍵扶i髪となるサービス・進路選択に*」穏できるサービス・推釦ξ:
:選氣とサポートの物があり、「身彊緊雪撃署に寺り黒う経路笠裟」では、米豊誤の‰親・籍の諧亀(鎖の塞イと)。 :
:瑕謎の変化・子どもの生きづらさ・鋸にできることは。これだけはやめてほしいなどを壁つ壁つ丁寧に教えてい :
:ただきました。どちらの需鑽も「程談することの大切さ」を話されました。参瑞された方々からも「経験不足によ :

:つて鋲 i髪を誅副封できないことを苅ることができた」「その子にあったやり行で髪裟や播導することの実覇さをi
:懲じた」とぃぅ感想と「時間が足りなかつた」「もつと轟鑽を聞きたかつた」という声が多く、会 場には不≧積に出 :
:するグ顎の資料も準儒してあり、歩瑞された折彎が手に取り参考にされていました。             :
:  羅暑の中、時間を作つて参瑞してぃただぃた皆様と、今後もつながりと控鴇を図り、一人でも多くの子ども :

:蓬が智洛らしく税雫 してぃけるようにサポートしていきたいと懲じています。           :

～八更市障がい者等日立支援協議会の開催～
琴牢慶、1営旨となる爾誤姿を7胃¬¬盲(禾)に開灌しました。
はじめに、卦 稲獣貿機センターやリーベルネットワーク婆暴の答彗【婆、
砧場留劃睾 センターかたろい、砧場堅鋸睾 誕蟄センターすいれんの
薄卑慶の導禦および鋸割について縣番をし、八豊希繕粧袈からは「八豊希
勢3勲緯がい署基深部散辞

う
曽骰計)」と「宴7離撻がい繕北罫箇・繁3島

層がぃ党繕稚卦饂について霧蕃がぁりました。
戻に称誤筆墳として、箋在Υめて棒税してぃる八豊希権:がぃ署辱旨怪受緩暢轟装のリーフレッHこついて、
各委員より「写資があつた雰が良いのでは」「リーペルネットワーク会暴への加入男霧や加入する意義を掲載して
はどうか」など、標巧なご意見をいただきました。これらを≧により見やすくわかりやすいリーフレットを作り上げ
ていきたいと思います。そして、啓箇リーベルより、「八女≒の荘弊 がい覚箸の首マ聖鋸清箕における紙お
むつ央の諮裕幣 を転哭してもらいたい」という話をこのY義姿に宙けました。八豊希において審絹5早慶ま
での藩群暢 は臨樫忌農翠の組紫樫避劃轟召謝雪がぃにより財甘凍または騨横の意志幾諜が識鋒な署・党」と
なつており、今年度諮袢鞘グ響が転実されましたが、策だ霜弱|ビ讐のみの労は斜プ猟となつています。文薮
として、摂して多くはありませんが、ご家族の切実な訴えや勇額をお伝えしました。各委員より贅墾なご讐党を
いただき、琴後揆罰してぃただくこととなりました。その他としては、八女希における「精幣冒讐にも対蘇した
砧践雹招ヶァシステムの繕案について」の啓甚歳り蘊みを賭めることや許曽の墨掌にもあった冒讐堤課船弊場に
おける人秘健裸や育成について他の自F台休の取り組みなども紹介しながら、八女希ではどうしたらよいかなど

の競 をいただきました。

婁榎に、琴寝の旨堡竪優暢課 の経税婆当について、あらたに腟媛鰯 に1融懸鍋「欠してぃただくことを
縫請しています。

―スサポー
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の野球観戦③
8月 11日 (日 )に「地域活動支援センターかたろい」と「ひまわり学童」との

合同イベントとして、みずほ paypayドームヘ「ソフトバンク×楽天」の試合を観

に行きました。参加署は9名、職 員・期 整を合わせて計 15名でのかたろい

初の野録雛磯イベントでした。テレビでは感じることのできないドームの大き
さ、鶏民ゃ望弟 、諸当の畿詫筆澪。旨課に飛びつき、ァゥトをとっていく
選手の躍動感みなぎるプレーを見て、皆さんの高鳴る胸の音が聞こえてきそ

うでした。7回羮ではスタンドみんな一体となり応援歌を歌い、黄色いジェット

風船を飛ばし、とても刺激ある時間を過ごす事ができました。

今回の観戦チケツHよ、福岡ソフトバンクホークスが程婆豊歌としてメセナシ

ート事薬の運営を行 われており社会ネ旨櫃暢誤公ょリチケットの鍮
う
磐をしてい

ただきました。事業に賛同されチケットの提 供をしていただいた企禦の皆様、

心 から感凱甲し上げます。楽しい時間、経験をありがとうございました。

砧盪の特卍播甦羅談望裟雲禦器、鉾 センター、〒演と2か胃ごとに馨党奏欽や路膠饗、グループスーパー
ビジヨンなどを開灌しています。
琴室蛋は、4宵から聖腔稲獣睾 摯諧貿の輸 鵠卍があり、霜歌ビスヶットの進留にも翌整の行に萎瑞

し
督

き、より望層の稲談望裟響:当のスキルアップに向けて、控鴇を詮7として、砧盪整撚で、銘貧ぁる藉談望裟
撃諧貿の業誘につなげるよう取り組みます。
9月は、聖程の方からもつと稲黎哲裟撃ヨ守贅の困つていること等、率直な讐党を宵

｀
いたいと慧琶がぁり、

意見奏欽を行いました。写までも意見奏換は行つてきましたが、琴まで以工に日々 の業諾で招えてぃる困り
ごとゃ霜談貿普勢の撃勢などの譜まで、ス警が沢山聴ける議姿になりました。又、各稲歌貿の取り組みやアイ
デアも出て、必要な鐸楢だと認覇しました。
個別のケースを可智しながら、砧盪頷詮の弓『 管、ネットワ

ーク婆暴、旨堡蟹緩暢書公へ墨掌として誕緊し、
詠轟繕葉を羅獣ビスケットヘ頸書する露れを確立していきたいと思います。
鰤 鵠卍については、事前に〒試と基摯で身ち各ゎせを窒ね、その甚霜獣ビスヶットのΥで普党霙欽をし
ました。望整としての獲割、系師の設誕など称課を窒ね、學R新の賛卍についてマ越摯義を£ました。琴覆も、
より多く望雅霜談望狭幹:貿が誕埋iし、スキルを鮎践に盤発して濱

ご
くことを願つています。
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